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1 はじめに
本報告は， 20G 年度卒業制作「リサイクルを促進する
“気づき"のデザイン」叫において行った，既存のゴミ箱へ
容易にアタッチ可能な貼り紙の制作およびそれらを使用し
た利用者へのアンケー ト調査のまとめである. 一連の制作
プロセスの提示およびアンケ トー調査の結果報告を中心に
再構成した.
普段からリサイクル行為の実感やそのなl沫を感じること
ができる機会はそう多くはない. 手元を離れたペッ トボ ト
ルの行方は?なかなかその意味を掴めない現状ではなんと
なく分別していたり，中には可燃ゴミに混ぜて捨てたりし
てしまう人が少なくない. また公共のゴミ箱は 71刊行jのプj々
が11 11収・分日IJ をして'トさるからこそ 11J 1 快)OI にf* うことが
できるという引夫も比逃せない.
そこで， l : iÌ~のような 日常'で、は l沼 lii)!.; しづらい↑11件liをゴミ
箱というメディアに展開 し，利井J-fがど のような反応を示
し，またそれらの伯報から何を感じるのかという点に焦点
を当て， リサイクルを促す γ気づき・3 をIVj らかにすること
を研究の片的とする.
2 町中で見かけるゴミ箱
|町1= 11には数多くのゴミ箱があちらこちらに設世.されてい
る.駅のホ ームやコンビニ トイレ もちろん大学にも至
る所に設ia されている.毎日利用するゴミ箱ではあるが，
どこに捨てればよいかを一瞬で判断してゴミを捨てること
が利用者にとってー揺の目的であるため，ゴミ箱をじっく
りと観察することは滅多にない. しかしつぶさに観察して
みると，形状の追いや掲示されている情報の泣いの多様さ
に感心させられるものである. 以下に実際に筆者がU1 rrl-を
観察しスケッチしたフィ ールドノ ーツの一部を示す.
*現所属は武般野 美術大学大学院造形研究科
*1 作品のタイトルは「生まれ変われ 11 ぼく らのペットボトル」
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Fig.2 マクドナルド広内のゴミ箱
F ig.l は JR 新宿駅山手線ホームにi白かれたゴミ箱であ
るが， fHU 而の一部を透明な取化ビニーノレ *2 にすることで不
審物が発見 しやすいよ う工夫されている.またカン ・ビ
ンの投入口は小さな穴， ペットボトルは大きな穴，新|出・
雑誌はfjW .長の穴にするなど，ゴミの極類に応じて投入ilの
形状が)，@j切にデザインされている.
*2 透明ゴミ箱の設iE 等について
htp ・//www .jr east.ωjp /pr es/204 _1/20452.pdf 
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Fig.2 はマクドナルド!古内のゴミ箱 . よくあるゴミ箱と
は違い灰皿やナプキンがia カ通れていたり，下音liに消化器が
設in されていたりと複合的な機能を包含したユニットと
なっている.また投入口にゴミの極類を 表 したイラス卜が
J品j' ，'j iJ 苫れたフ夕が付付.いているが， これにより外部からゴミを
見えなくして美智lを保つことに加え l直感的にゴミを捨て
るべき投入口に誘導する機能を有している .
F ig.3 セブンイレブン)，.I~ m'iのゴミ杵i
Fi ぷ.4 孔ll / pl hii0fi のゴミ狩i
Fig . 3 はセブンイレブン}ri~ÝJ1 にあるゴミ材lである.この
ゴミ箱には「お客様へのお願い.家庭ゴミの持ち込みはか
たくお|祈りいたします. J というような利川名ーへの注芯』
きがij 1.・かれている.
専修大学生問キャンパースにおいてもM 均'りのコンビニで
版売している商llI 111 のゴミが大学所有のゴミ桁に拾てられる
ことに顕を悩ませているとは恥=たことがある. これらの問
題の発端は，法人の場合ゴミを廃棄する際その訟に}， t; じた
ïU~がかかることに iW Iλ| している.
Fig .4は Hlll /plll のゴミ付I. .~~背通のフタ付きゴミ桁
のように見えるが，フミは他のコンビニのゴミ箱には児られ
ない独 I'~I の思想がデザインに込め られている
実はこのフタ，よくある押し込むタイプのブタではな
く，手前から上に引き上げて開けるタイプのフタになって
いる.その取 手部分には「ありがとうございます. J と短
くメッセ ージが入っているが，はて，なんのことだろうか.
フタの隣にはさらに次のようなメッセージが杏かれてい
る資源ゴミ分別回収にご協力ありがとうございます J.
そう，つまりこのゴミ箱は，フタと掲示する情報の内容に
よって単なるゴミ箱としての機能を超え，見かけ上は一種
のリサイクルボックスとして機能しているわけである.お
そらくスーパ一等に設世された食品 トレ一回収ボックスを
メタファとしているためにこのようなデザインになってい
るのだろう.
Fiμ. fi 1，'/修大学 1 IJ-fi 1i 2 附のゴミ ~fi
Fig ，5 は専修大学 1 り白'( 2 附，ちょうど 12 4 教主の近く
にぷH"I~ されているゴミ桁である . なんとなくこのような胤
以を 11 にしたことのある Jj もいるだろう.家出)円サイズの
ゴミ行iの1l!1 litf iにゴミ附日IJ を点すJ!r 'i り紙がJ!r 'j られていて， 1: 
Ú~íにはフタカf付いていたりいなかったり リ している.ゴミ
を的てるためにはゴミの I)~ ~作を l削主li(IiJ?t!， (、当然分別がきち
んとなされていなければなl床はなし))するか体勢を変えて
J!r 'j り紙をのぞき込まなければならない.
以上のようにともすれば見過ごしがちなゴミ箱の仁1=1に
も，利用者に注訟を発していたり積極的にリサイクルを後
1'1 'しするようなデザインになっていたりするものを見かけ
る. etlll /pm のように桁r'l体のデザインを変更することで
ゴミ箱そのものの印象を変えていたり，セブンイレブンの
ようにちょっとした貼り紙をすることで利用布ーにメッセー
ジを伝えていたりするのはその良い例だろう.
*:3 207 fjôの早 \，>!1 !iWJか ら ， 尾外に設 lii'J~ さ れているすべての ピン・カ
ン・ペットボトル I，lj:} 村ゴミ 紅iにはフタカ.Jf xり十Iけられている.
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3 貼り紙の制作
3.1 制作意図
以上のような観察を元に利用者にリサイクルへの 竹気づ
きn を促すデザイン提案を行った.本制作では 専修大学に
設置されたゴミ桁の形状に合わせアタッチできる!!占り紙を
8 種類制作した.掲示する内符には以下の 3 点を合めた.
1='-: 1分の一本が役に立つことを実感した
2. 身近なモノになると知ってピックリした
3. Y l 1f 1吊 t~l がどんな人か気にな っ た
1.は 'J: 'i=.や職 nが大学で利用することの 多い 50ml
ペットボトル 1 本がリサイクルされた場合，どのようなリ
サイクル|荷l日!となりれ}るかを 示すことで， ペットボ トル 1
本をゴミ箱に入れる行為がどのような怠l床を持つかを分か
りやすく(ムーえることが狙し主である.今 |仁(1は試験的にペット
ボ ト ル.!，~[月]ゴミ箱に対する n占り紙のみ制作を行った .
2. は 一舶のトレーサビリティのようなもので，野菜の生
産者がお，t¥党的に分かるのと同じように，ゴミの h引1IH 乙iの'1百
報を許された条件の組問で掲示することで、清掃日の存布を
表町i化させることが引い通である.
3. は先の例の孔lll /pll l.lI ]様，ゴミを恰てる行為はすなわ
ち分日Ij をしていることと立|床的には変わらないことを利川
.('i .にl沼li品させることがjl lしhであ る.
3.2 制作プロセス
;lJ lj i' I=) 曲wで、は!J 'i り紙のバリエーションをM パターンか;lJ lj
作し，そのj交に実際に r= IJ "IIJj したものをゴミ村iにJ! J' iり付け
て比やすさやゴミ祈iとの科叶'1: の検l証を行った. i! i1j 作に
は Aclohc I1lu刈1孔tOl・および Ad()b~~ Pho t， osl lO P を利HJし，
lt 対冬n句にラミネー トJJII -I~でコーテイングした . 1叫ぶする内
容は PET ボトルリサイクル推進協議会の発信する仙報を
ソースとし， 専修大学で、IJi]収された ペットボトルが必ず、し
も掲示する内容と 致ーしないことを考慮して「制 1践してい
るリサイクノレlldlは A 例であり，特定のR}i l1d を結びつけるも
のではありません」という但し:;!?きを添えた. 叫
ここではノ〈まかに;H IJ {1= プロセスをf白保できるよう， ブロ
トタイ プ，/ 1から大きく変更をJJu えたパターンを 11 1心にいく
っか制作の流れを追いながらピッ クアッ プする .
ホ-I W fI/ !..i 栄lこ腕伝記 したところ，専修;大''j': から 1" 11以されたヘッ トボトル
はIlf び PE T 資似と して Ilf 利I+ Jされる P E T TO P E T ・n: 業での
みlf )( り倣われていると いうこと だった
Fig. (i sn apshoLOl 
Fiι .7 日IlC p討hoL02
Fig.G は初!りl のデザイン楽• 1;~"11~のほうがゴミ折、i I.. I(I' こ
ぷIi' J~する パ ネルで， pq んだ形のほうがゴミ桁前I(l iの投入 11
{、 Iきのフタ部分に設.ijl J~する パネルで、あ る . 文:'}<サイズに変
化を与えたり矢 r=IJ を 1 ¥'1.たせたりしているが，かえ って史
*~が乱雑に 11~~ iIせされているように比えてしまってい る .
l:'j 
Fig.7 ではロゴ部分のI;;Z Iと地を反転させ，文?サイズを
.tこすることで情報が~~~J'H されると II.;JIIれこ， 卜分な余1'1
と梢成n句な'i('A!惑がメ I.=. まれた. Fig.G と比較するとよく分
かるのだが，刊にlヌ!と地の反転はアイデンティティとして
あればよい↑11j幸I~ (ロゴ) と特に{云えたいれ守幸I~ (1 本のペッ
トボトルが， 3 コのポストイットに.の部分)の分節に 一
役目っている.通常の文'f: *llの場合は本文が明ilVJ 休な ら見
11 ¥しはゴシック体というように，異なる'1' 1: 質を持つ!}l¥者が
?;?間的に近くにある場介には制党的に先が顕著な京 fl み介わ
せを選んだほうが情報の 15{別を直感n/~に判断しやすくなる
(Robin ¥t Vi ll iams ， 204) 叫 のだが，このような#)j 介では
|火!と地の以似も情報の分tm には効巣n句だといえる.
同 R o bil Wi ll iaJll日 は このよ うなデザイ ン151 川を Co ntra>;t と日子ん
でいる
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Fig. 8 snapshot_02の設置例
Fig.8はsnapshoL02をゴミ箱に貼り付けてみたところ
である.上岡パネルは期待通りだったが前回ノ号ネルの形状
がフタの色や形状と調和しないことが分かった.画面上で
制作しているだけでは気付けない問題はこのような早い段
階でのテストで明らかになることは少なくない. この他に
もパネルを縁取る青い線を更に白く縁取ることで貼り紙の
形自体を知党されやすくしたり，ゴミ箱に対するパネルサ
イズの調柊咋の変更は実際のテストを通して行われた.
.'目 当 ;.I'~ 百 &れタん
函]面コミ分間回収にご箇力ありがとうございますE
Fig. 9 snapshot_03 
i丹r.，
;ザK
Nγグーし航、
ii"' tII 当.t官'^~"-
資酒コ三分自rJ0I!iOlにご也カありがとうごさいます.
Fig.lO 完成デザイ ン
Fig.9では先のテスト結果を受け，前面ノ号ネルの形状を
凹んだものからフタの形状と|司ーのものへと変更した.ま
た前回ノ号ネルに付いていたロゴは重複を避けるために除外
し，メ ッセージも図と地を反転させて利用者の視線が留ま
りやすいよう変更を施した.
そして Fig.10が最終的なデザインである.ここでの重
要な変更点は清掃員のイラス トのタッチを細かくしたこと
である.清掃員の存在の表而化を試みるという狙いはこの
貼り紙のもつ役割としての比重が高く，その存花をリアル
に実感してもらえるようにするために細かいタッチへと変
更するに至った.ただしその存在はあくまでも縁の下の力
持ちであることを示唆するため，無用にカラフルな着色は
せず雰囲気が伝わる科度のグレースケールで、まとめた.
Fiι11 完成デザインの設問例
Fig.11は調奇場所として選んだ 9号館 5階にあるアト
リウムにi置かれたゴミ桁に設置 したがリ.前|向iノミネルの形状
をフタと同じ形状に変』児したため以前のような違和感は
ない.
また実際に設置する場所の環境光下での色具合を確認す
るにあたり， 最終的なテス トはアトリウムで、行った.明る
いシアンから深い草色まで 12色のパターンの巾から環境
光 Fで最適に見える組み合わせを選択した.
今同制作した 8極類の内存は以下の通りである.
11本のペッ トボ トルが， 3コの付筆紙に.J 
11本のペッ トボトルが， 1枚のクリアファイルに.J 
11本のペッ トボトルが， 3枚の 15cm定規に.J 
11木のペットボトルが， 3コの替え芯ケースに.J 
11本のペッ トボトルが， .50枚の PET名刺に.J 
11本のペッ トボ トルが， 5枚のポッププレー トに.J 
11本のペッ トボトルが 1コの 2Lペッ ト肘取っ手に.J
11本のペッ トボ トルが， 5コのネクタイクリップに.J 
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4 アンケート調査
4.1 調査内容
2007年 11月6日より 12月1日までの約 4週間に渡
り，実際に専修大学の敷地内のゴミ箱に貼り紙を設置*6し
て貼り紙に関心を示した利用者に対して対面によるアン
ケー ト調査を実施した.
11月 6日から 24日までは 9号館 5階アトリウムにあ
るゴミ箱計 4台に貼り紙を設置し， 12:10から 12・50まで
の40分間のみアンケー ト調査を行った.11月 27日から
12月 1日までは 1号館 1階 114教室の前にあるゴミ箱計
2台に貼り紙を設置し，お昼休みの最初の 10分に加え， 3 
"'5時限目終了後の各休み時間 10分の計40分間を調査時
間とした.
なお調査の様子はビデオカメラおよびボイスレコーダで
記録し，聞き取りには事前に用意したアンケートパネル 3
枚を使用した.設問は性別，居住形態，矢nり合いかどうか
という補助項目に加え，以下の 3問である.
Q1 ft ，~j り紙を見て ， もっとも強く感じたのは?
[A1] r~1 分の一本が役に立つことを実感した
[A2] 身近なモノになると矢口ってピックリした
[A3] 占師員がどんな人か気になった
Q2 l!，ljり紙を見て，分別しようと感じましたか?
[Al] そう感じた
[A2] そう感じなかった
Q3 普段のペットボトルの捨て方は?
[Al] 分別している
[A2] 燃えるゴミと一緒に捨てる
4.2 調査結果
Fig.12および Fig.13は学生がゴミを捨てる際にWiり紙
をのぞき込んでいる様子である.貼り紙に目線を送りつつ
前を通り過ぎる学生や， このように足を止めてじっくりと
貼り紙に見人る学生も散見された.複数人の学生が見てい
るときはあれこれと話し合っている様子も見受けられた.
以下に会話や反応のイ市を記載する
Case_01 「フフフ」
「なにコレ"'J
?」
、，?、，?、??「??
*0管理課から許可を得た上で民liり紙を設置した.
Case_02 「おい，何かあるよ」
i3本の定規になるんだって」
Case_03 「なにコレ」
「清掃担当者，宮島さん ?J
「なにコレ」
「ホントにいるの」
「え， 一本のペットボ トルが付筆紙になるん
だ.すげーなあ」
「へえ」
Case_04 「なにコレ」
「見て見て見て見て」
「ポストイッ トになるんだあ」
「へえ"'J
Fig. 12 利用者の様子 (アトリウム)
Fig. 1~1 利用者の様子 (1号館 1I梢)
Fig.14は調査期間中に貼り紙に関心を示 した利用者の
人数および主観的分析の元 利用者がどの程度貼り紙を見
てくれていたかの割合を示すグラフである.Aは内容に感
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心していた人， B は関心を示す程度に見えた人， C は目線
を送っていたが立ち止まらずに通り過ぎた人というニュア
ンスである.
A. 内容を理解していた 6名
B .見ていた 9名
仁.少し気にしていた 24 名
D. 一瞬だけチラ見した : 25 名
E. 全く見ていない 6名
Fig .14 貼り紙を見た人の割合(計 70 名)
性別
Ql 
Q2 
Q3 
居住形態
知り合い
o 5 10 15 20 25 30 35 40 
Fi g. 15 アンケー卜 ~:i; !;j~ (計 17 名)
Fig.15 はWi り紙を見てくれた 70 名から得られた有効lii]
答 37 件の設問ご との集計結果である .このうちアトリウ
ムでの調査で得られた回答は 23 件， 1 号館で得られた回
答は 14 件である.
4 .3 考察
調査期間中に貼り紙に気付いた人が合わせて 70 人と 当
初期待していた数より少なかった. これは実施したのが
1 月初旬から 12 月にかけてとし寸飲料の需要が落ち込み
始める時期!と mなってしまったのが大きな要因と推測され
る. しかしその中でも半数以上の利用者が貼り紙に関心を
示 し，約 2 i! i1Jが足を止めてl!占り紙を見ていた結果について
は，ポスターでさえ 1 1一l 々)~を止めて見てもらえないことを
身慮する と健闘した数値といえるのではないだろうか.
アンケ トー 結果で特に重要な設問は Q l， Q2 ， Q3 であ
る. Q1 では貼り紙で掲示 した情報のうちもっとも印象深
かったものを聞いているが ほぼ平均的に 3 つの回答に分
かれた.今回の調 査では母数が少ないために平均化されて
見えて しま っているだけという可能性も少なくないが，い
ずれの情報も利刑者に伝わっていることが読み取れる
Q2 では 81 % の利用者が「分別しようと感じた」と答え
ている. Q3 で「普段分別はしていない」と答えた 6 名の
うち 5 名は Q2 で「分別しようと感じた」と符えている.
その 5 名の Q1 の回答の内訳は 3 名が「自分の一本が役に
立つことを実感した」で 1 名が「身近なモノになると知っ
てピックリした」であり， ペットボトルが別のモノに生ま
れ変わるという'情報が分別 意識に影特を与える相関が強い
可能性があるということを示唆 してい るといえるだろう
4.4 問題点
調査の結果より，ゴミ 箱そのものにリサイクルに関係す
る情報を帰示する，つまりゴミ箱をメディアとして利用す
る試みおよび今回掲示 した情報そのものは， FI常では認識
しづらい情報を分かりやすく伝える という片的を果たすた
めにう玄の効果がl認められたと感じている.
だがーj で， i尚泊不スぺ一スカがf小さいために歩きながらh
卒報民をH取兄f何q.するこ とが英矧難mしいという|山川日叫山J: 組也， あるいは ιち LI 二
まった人の多くがのぞき込むような安勢を余儀なくされて
いたのは刊に改 }'I~f すべき点だ、といえるだろう.
改普-の 1 つの方向ド1:としてゴミ箱1" 1体のリ ・デザインを
試みることは大切だろう .例 えば. 情報を利用者の 1-= 1線に
近づけるためにはゴミ桁の高さや大きさが検[討の対象とな
るだろうし， 素材の遠いにおいても利用者には重要な記甘
として捉えられ得るだろう . am/Pl の例では引き上げる
フタを付けることで「ゴミを捨てる」ではなく「資源を分
別する」ことを意識させるようなデザインが取り入れられ
ているが，ゴミ箱の素材や形状，色彩等により 直感的にエ
コを感じ られるデザインの方が望ましいといえるだろう .
5 おわりに
本制作では，ペッ トボトルのリサイクルや清掃員の存在
という 日常では認識 しづらい情報を分かりやすく伝える手
段としてゴミ箱に展開する!'!市り紙を提案，制作し，その効
果を検証する調究を行った . その結果，ゴミ箱にJh~i り紙を
用いて情報を加えることで 利用者に a 定の n 気づき刊を
ゴミに関する周辺情報をゴミ箱に載せてみる試み
促す可能性があることが示唆された.今後は　一層の効果を
上げるゴミ箱本体およびサインの検討が必要である.
余談だが, ′1ミゴミからも可燃ゴミからでもエネルギーを
得ているわけであるから,私たちが普段感じている以卜に
ゴミが循瑞していることを踏まえると｢ゴミ箱｣という考
え方自体がもうl恒)のかも知れない.これは普段我々が知
るItt界と実社会の構造との禾雛を示唆するものであるが,
このような意識のズレに注意をIrF77くことは,新しい価伯を
創造する卜での重要な要素といえるだろう.
また,今後のユビキタス社会を見据えてゴミ箱を発信源
とした動的な情報配信システムも而['iいだろう.これまで
受動的であ-)た情報配信の什組みに利川音にとって~'r三体的
で能動的な行為を促す契機になF)得るなど, lJ11定的な情報
配信にはない価値を捉供できるかも知れない.
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